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緒　言

　短大入学後，約3ヵ月経て実施する栄養士課程の学内

における給食管理実習は，日常の学生生活に全く異なり，

週間45時間の大部分を未経験に等しい筋的，神経的作業

をともなう立作業ですごし，残る時間は給食関係事務，

および栄養価計算事務等を学習する．このために多くの

学生は毎日，　「疲れた」と話す．

　そこで著者らは，これら学生の疲労の実態について，

「アンケート調査」と極めて素朴な「ふくらはぎ」の太

さの変化をみる方法とを実施し，そのあらましを知るこ

とができたのでここに報告する．

調査方法

　1．　調査対象：栄養士課程履修の為に行なう学内給食

管理実習の短大1年生（18～19才・実習施設は1日平均

600～700食）．

　2．　調査期間：1979年6月～1980年1月

　3．調査日時：イ（実習の週の日曜日起床直後）

　　　　　　　　ロ（実習中の金曜日午後1時30分）

　　　　　　　　ハ（実習中の金曜日就寝直前）

　4．調査方法：

　①自覚症状調査（202名）は，調査項目30に「はい」

を○「いいえ」を×で記入する．

　②ふくらはぎの太さの変化（256名）は，1cm幅の

紙テープを使用し，ふくらはぎの最も太い所を計りテー

プに印をつけ持参し，実習室備えつけの「ものさし（メ

タルメジャー）」でその寸法を計って記入する．（測定位

置が変化しないように床から直角に高さを計っておく）

実習の週間業務内容（各学生が実習期間に実施）

　実習中に行なう業務は，仕込と調理補助・食器洗浄・

炊飯・発注見習・会計の5種類でその内容は表1に示す

通りである．

給食管理研究室

調査結果

　1・　自覚症状調査

　調査にあたり，日本国有鉄道鉄道労働科学研究所の自

覚症状しらべより21項目（①～⑦，⑩　⑬～⑳　⑳

⑳）を引用L，さらに実習状況に基づき考案した9項目

を加え表2の30項目とした．

　表2の30項目を用い学内給食管理実習の短大1年生を

対象に自覚症状調査を行なった結果は，表3に示す通り

である．特に項目②③，⑧，⑩⑳および⑬に示され

るように図3・8・10・22は多くの学生に全身的な疲労

がみられ，項目④，⑥，⑦および⑳では睡眠不足や栄養

価計算等により，目が疲労していることがわかる．しか

し，肉体的疲労は多くみられるが，精神的なイライラや

集中心・根気などの面においてはあまり影響は現われて

いない．また，調査日時による変化では，イ（実習の週

の日曜日起床直後）と比べてロ（実習中の金曜日午後1

時30分）では症状を訴える学生が増加し，ハ（実習中の

金曜日就寝直前）になっても横になりたいなど特定の項

目の他は，多少増加・減少するのみであまり変化がなく，

夜になっても疲労はほとんど回復していないことがわか

る．

　2．ふくらはぎの太さの変化

　ふくらはぎの太さの変化は，イ（実習の週の日曜日起

床直後）を平常値としてロ（実習中の金曜日午後1時30
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表1　実習の業務内容

時　間 仕込と調理補助 食　器　洗　浄 炊　　　　　飯 発　注　見　習 会　　　　　計

8：50 消毒槽・消毒液準備

9：00 手　　　　　指　　　　　・ 下　　　　　足 の　　　　　消 毒

当日の切込 ①お盆・はし等セット 当日の分量の確認 ①検収（肉類） ①食券売場の消毒

翌日の仕込 ②調味料等セット 釜の用意 ②食券整理

9：30 （食材料・調味料計量） ③盛りつけ台洗浄 計量→洗米→計量→炊飯 ②手洗い場の管理 ③当日の献立名

④食器セット →器に入れる→スイッチ 食数の確認

9：50 ⑤盛りつけ ③栄養事務 ④売店の準備

洗い場にて調理器具等の 仕込カード・発注書
⑤展示食の準備

洗浄・整理 献立黒板記入等

11：15 パントリーサービス準備 盛りつけ終了 パントリーサービス準備 パントリーサービス準備 ⑥食券販売の準備

11：30 パントリーサービス開始 翌日の仕込 パントリーサービス開始 パントリーサービス開始 ⑦食券販売

終了後片付け・洗浄 食器洗浄 終了後洗い場で洗浄 終了後麺類コーナー片付 終了後片付け・ゴミの

調味料等回収・補充 け・洗浄 しまつ

盛りつけ台洗浄

13：20 実習生食事の準備

13：30 食　　　　　　　事 ・　　　　　　　昼 休 み

14：30 焼却 スプーン・フォーク並らべ 洗い場で洗浄 ④検収（野菜類） ⑧食券整理

翌日の仕込 はし片付け ⑨売上金集計

テーブルふき

15：00 献 立 説　　　　　　　　　　　　明

月　・ 火　　　　電　話　発　注 練　習

毎 日　　　栄　　養　　計 算
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給食管理実習に於ける学生の疲労調査

表2　自覚症状調査項目

① 頭が重い ⑯ ちょっとした事が思い出せない

② 全身がだるい ⑰ する事に間違いが多くなる

③ 足がだるい ⑱ 物事が気にかかる

④ あくびが出る ⑲ 根気がなくなる

⑤ 頭がぼんやりする ⑳ きちんとしていられない

⑥ ねむい ⑳ 頭が痛い

⑦ 目が疲れる ⑫ 一肩がこる

⑧ 動作がにぶくなる ㊧ 腰がだるい，痛い

⑨ 足の裏がじんじんする ⑳ 指を切った所が痛い

⑩ 横になりたい ⑳ 足が冷える

⑪ ひざがガクガクする ⑯ 暑くてどうしようもない

⑫ 腕がだるい ⑳ 目まいがする

⑬ イライラする ⑱ 睡眠不足である

⑭ 気が散る ⑳ よく眠れない

⑮ 物事に熱心になれない ⑳ 気分が悪い

分）・ハ（実習中の金曜日就寝直前）それぞれの差にょ

り，太くなった場合をプラス，細くなった場合をマイナ

スとし，その人数を図31～34に示した．

　図31～34をみると，左右の差はほとんどみられず図は

ほぼ同形を示している．また，測定日時による差もあま

り見られず，多くの場合Ocm～1．5cm太くなった所に

集中し，夜になっても足のむくみはとれていないことが

わかる．以上のことは，自覚症状調査には「足のだる

さ」となって現われている．

考　察

　学内給食管理実習では，その内容が個人により多少の

差はあるが，ほとんどが厨房内における立作業である．

そのため足に疲労が蓄積されると考えられ，自覚症状調

査とともにふくらはぎの太さの変化をみることにした．

　自覚症状調査ではやはり足・腰・全身がだるいという

全体的（全身的）疲労を訴える実習学生が多く，足のだ

るさは腕に比べて3倍にもなっている．それはふくらは

ぎの太さの測定にもはっきりと現われている．日曜日の

朝に比べて，立作業の午後1時30分では両足ともに0．5

cm～1．5cm位太くなり，0．5cm～1．Ocmの所にピー

クがみられる．また，就寝直前においても同様の結果が

みられるが，午後1時30分と比べて人数は多少分散して

いることがわかる．いずれにしても足のむくみは顕著に

現われており，この結果からも足のだるさ，疲労は裏付

けられる．しかし，頭がぼんやりするj目が疲れるなど

の症状はかなりの学生にみられるが，集中力という面で

は10～20％の学生にイライラ，気が散る・熱心になれな

いという結果が出ているため，精神的には肉体的疲労と

比べるとあまり疲れていないと言えるであろう．また，

5日間の給食栄養価計算（土曜日午後2時30分までに提

出）と早起きと言うようないつもと違った生活のリズム

になるためか睡眠不足，それにともなうねむけ，あくび

を訴える学生が多い．睡眠不足は疲労につながり，事故

との関係も深いので見逃すことができない．

要　約

　給食管理実習の短大1年生を対象に疲労の自覚症状調

査とふくらはぎの太さの変化を測定し，次のような結果

を得た．

　①実習施設の厨房内での立作業がほとんどであるため

足を中心に全身的に疲労する．

　②生活のリズムの変化による睡眠不足などから，ねむ

け，目の疲れが多くみられる．
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表3　自覚症状調査結果

項目
はい
i人数）

はい
i％）

項目
はい
i人数）

はい
i％） 項目

はい
i人数）

はい
i％） 項目 はい

i人数）
はい
i％）

イ 17 8．4 7 3．5 4 2．0 26 12．9

口 ① 35 17．3 ⑨ 30 14．9 ⑰ 37 18．3 ⑳ 23 11．4

ノ、 48 23．8 21 10．4 41 20．3 34 16．8

イ 16 7．9 30 14．9 25 12．4 1 0．5

口 ② 89 44．1 ⑩ 103 51．0 ⑱ 17 8．4 ㊧ 7 3．5

ノ、 89 44．1 132 15．8 22 10．9 3 1．5

イ 24 11．9 3 1．5 11 5．4 3 1．5

口 ③ 110 54．5 ⑪ 8 4．0 ⑲ 54 26．7 ⑳ 13 6．4

ノ、 101 50．O 9 4．5 54 26．7 7 3．5

イ 53 26．2 12 5．9 11 5．4 39 19．3

口 ④ 90 44．6 ⑫ 38 18．8 ⑳ 38 18．8 ⑱ 38 48．5

ノ、 99 49．0 35 17．3 34 16．8 107 53．0

イ 33 16．3 11 5．4 15 7．4 7 3．5

口 ⑤ 60 29．7 ⑬ 18 8．9 ⑳ 22 10．9 ⑳ 9 4．5

ノ、 76 37．6 21 9．9 28 13．9 7 3．5

イ 81 40．1 9 4．5 38 18．8 9 4．5

口 ⑥ 124 61．4 ⑭ 29 14．4 ⑫ 83 41．3 ⑳ 13 6．4

ノ、 158 78．2 27 13．4 87 43．1 13 6．4

イ 33 16．3 21 9．9 15 7．4

口 ⑦ 88 43．6 ⑮ 44 21．8 ⑳ 91 45．0

ノ、 104 51．5 46 22．8 64 31．7

イ 16 7．9 10 5．0 2 1．0

口 ⑧ 78 38．6 ⑯ 24 11．9 ⑳ 14 6．9

ノ、 71 35．1 23 11．4 12 5．9

一一

〆
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図1　ふくらはぎの太さの変化・右足

　　　（日曜日起床直後の測定値と金曜日午後1時30分の測定値の差）
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図2　ふくらはぎの太さの変化・左足
　　　（日曜日起床直後の測定値と金曜日午後1時30分の測定値の差）

（89）



細井愛子・庸田昌恵・武笠伸子

一2．0　－1．5

　1　　　1
－1．5　－1．0

一1．O

　s
－0．5

一〇．5　　　　　　　0　　　0．5　　　1．0　　 1．5

　1　　　0　　　1　　　1　　　1　　　～
　0　　　　　　　　0．5　　 1．0　　 1．5　　 2．0

2．0　　2，5　　3．0　　3．5　　4．0　　5．O

l　　l　　l　　l　　～　　以上
2．5　　3．0　　3．5　　4．0　　5．O　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　6．0
　　　　　　　　　　　　　　　　未満
　　　　　　　　　　　　　　　　（cm）

図3　ふくらはぎの太さの変化・右足
　　　（B曜日起床直後の測定値と金曜日就寝直前の測定値の差）
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図4　ふくらはぎの太さの変化・左足
　　　（日曜日起床直後の測定値と金曜日就寝直前の測定値の差）
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③集中力など精神的には，肉体的疲労と比べてあま

り疲れていない．

④ふくらはぎの太さの変化では，ほとんどの学生に足

のむくみが見られ（0～1．5cmに集中），　自覚症状調査

の足のだるさを裏付けている．

個人の筋的，神経的疲労には複雑な要素がからみあい

また，個人差も大きいと思われる．かねて実施を希望し

た本調査も，完壁とは言い難いが，得られた結果を照合

し，所期の目的は達せられた．
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